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更生保護における犯罪被害にあわれた方々のための制度

○各制度のご利用には申出の手続が必要です（相談・支援は必要ありません）。
　制度の利用、相談は無料です。
　また、各制度にはご利用になれる方の範囲が定められています。

（※2）

（※1）仮釈放・仮退院：刑務所や少年院に収容されている加害者を期間の満了前に仮に釈放し、
 残りの期間を社会内で生活させながら、その間保護観察に付する制度。

（※3）18歳又は19歳で２年の保護観察処分に付された加害者が少年院に収容
された後、期間の満了前に出院させ、その後、保護観察を再開することができ
ますが、この出院についても意見を述べることができます。

（※2）保護観察：加害者を改善更生させて再犯・再非行を防ぐため、
 保護観察所において指導を行う制度。

仮釈放（※1）の審理

加害者の仮釈放・仮退院等に
ついて意見を言いたい

少年院からの仮退院（※1）の審理

●被害者支援専任のスタッフが、悩みや不安をお聴きし、ご相
談に応じます。

●上記の各制度の詳しい説明や、他の機関や団体が行う支援制
度をご紹介し、その利用をお手伝いします。

●詳しくは、お住まいの地域の保護観察所までご相談ください。

●加害者の仮釈放又は少年院からの仮退院等（※3）の審
理を行う地方更生保護委員会に対して、ご意見や、
被害についてのお気持ちを伝えることができます。

●加害者の仮釈放等を審理する地方更生保護委員会か
ら、審理の開始やその結果を通知します。

●保護観察所から、保護観察中の加害者の処遇状況に関
する事項を通知します。

●詳しくは、地方更生保護委員会までご相談ください。 ●詳しくは、加害者の保護観察を実施している保護観察所
か、お住まいの地域の保護観察所までご相談ください。

●詳しくは、地方更生保護委員会までご相談ください。

●利用できる期間・・・仮釈放・仮退院等の審理期間中

●利用できる期間・・・いつでもご利用いただけます。

●利用できる期間…加害者が保護観察を受けている
 期間●お住まいの地域の保護観察所では意見書作成のサ

ポートや代筆などの支援を行っています。

●保護観察所が被害に関するお気持ちや、加害者の
生活・行動に対するご意見をお聴きして、保護観
察中の加害者に伝えます。

●詳しくは、加害者の保護観察を実施している保護
観察所か、お住まいの地域の保護観察所までご相
談ください。

制度を利用したことや相談内容の秘密は守
られますか？ また、一人で相談するには不
安があるのですが。

スタッフには守秘義務がありますので、相
談内容や個人の秘密は守られます。
また、心情等伝達制度を除き、加害者に制度

の利用が知られることはありません。
専任のスタッフがお出迎えし、専用の相談室を用
意しています。付添いについてもご相談ください。
一般的な質問は、匿名でもお問い合わせいただけ
ます。

意見等聴取制度や心情等伝達制度はどの
ようにして行うのですか？

ご意見等を記載した書面のご提出も可能で
すが、ご意見やお気持ちをより正確に伝え
ていただくためにも、役所にお越しいただ

き、直接お話しされることをお勧めします。
なお、両制度の利用のためにお越しいただく場合
は、所定の交通費をお支払いすることができます。

意見等聴取制度で述べた意見等は、どのよ
うに扱われるのですか？

ご意見等は、加害者の仮釈放・仮退院等を
許すか否かを判断する審理に当たり考慮さ
れるほか、仮釈放等が許可されて保護観察

となった場合は、保護観察における指導に当たり
考慮されます。

心情等伝達制度で加害者に心情等を伝える
ことにどんな意味があるのですか？

加害者に被害の実情などを直視させ、反省
や償いの意識を深めさせるよう指導を行い
ます。

また、お伝えになった心情等を受けて加害者が述
べたことなどをお知らせすることもできます。


